
 

 

 

 

 

 

 

 

★ 会長の時間 ： 紀室綾子会長 

先日、志田豊繁会員が卓話で紹介された 12 月 9 日のアイリスオーヤマ会長、 

大山氏の講演会に参加して来ました。市内外から 500 名ほどの来場者があり、 

一方通行の講演ではなく、質疑応答などが含まれる充実した講演会でした。 

大山氏は「ピンチはチャンスの哲学」と題し、変化はチャンスであり、ピンチ 

こそチャンスである。自分の強みを生かし覚悟をもって事業に挑み、お客様の” 

快適性“や”満足感“を常に考え、志を高く持つことが大切である。それを実 

践することで、お客様の生活を向上させる商品を創造しピンチをチャンスに変 

えてきた、とも述べておられました。また、リーマンショックの経験から、働く

社員にとって良い会社を作り上げることも大切にしているなど、企業人としての深い哲学を学ばせていただ

きました。 

この大山氏の講話には元ロータリアンであった松下幸之助さんの商売戦術との共通点を感じました。松下氏

は『商売は世の為、人の為の奉仕にして、利益はその当然の報酬なり』と奉仕の精神に基づいた信念を掲げ

ています。この信念に基づき、彼は価格と価値の関係を次のように例えています。人々が物を一定の価格で

買うのは、その物に価格以上の価値を認めるからである。百円の価格のものなら、百十円なり百二十円の価

値を認め、その代金を支払う。逆に売る側から見れば、それは百十円なり百二十円の価値ある物を百円で売

ることと同じであって、ここに奉仕があり、その奉仕に対する報酬として利益が生まれるのである。 

したがって、企業が供給する物資やサービスに含まれる努力や奉仕が多いほど、需要者や社会に対する貢献

度が大きくなり、その結果、報酬としての利益も増加する。一方で、利益のない経営は社会に対する貢献が

少なく、企業の本来の使命を果たしていないとの見方もできる。「正当な原価に正当なる利潤を価格をもって

販売するのでなければ、正しい経営とは言えないのだ」との信念を持っておられました。また、松下氏は従

業員へも大きな価値を置き、1929 年の世界大恐慌に直面した際も、厳しい状況に立ち向かいました。販売が

激減し、工場の生産稼働が半減するなかでも、従業員との結束を重要視し、在庫品販売に全力を注ぎ、従業

員の解雇は絶対にしませんでした。この断固たる決断に、従業員は感激し、一丸となって販売に尽力し、結

果的には在庫品は一掃され、危機を乗り越えました。こうして、「松下電器は、物を作る前に人を作る」とい

う経営哲学を実践してこられました。 

大山氏も「起業家には、自己の利益に根差した願望ではなく、市場に何を提供し、社員と共にどう成長し、

社会に貢献するかという構想が必要である」と述べておられ、これは松下氏と共通する価値観であることが

うかがえます。このように、両氏が語る「誠実に経営を行い、人（お客様、従業員）を喜ばせる」ことが、

事業成功への鍵であり、同時に社会貢献への一環でもあって、奉仕の理念と同じ思いなのだと感じました。 

・・・ 例 会 記 録 ・・・ 

             １２月第 1例会 ２０２３年１２月１４日（木）  

ソ ン グ ：それでこそロータリー   ボックス ：１９，０００円   （報告者 橋爪文人会員） 

お客様紹介 ： 第三分区ガバナー補佐 上関 優 様 

本日出席率 ： ５４．５５％ 前回修正後８７．８８％（ﾒ―ｸｱｯﾌﾟ８名）   (報告者 上野 哲会員） 
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この講演最後の主催者代表挨拶には、志田会員らしい独自の言葉が飛び出し、会場には拍手と笑いが一斉に

巻き起こりました。それは「起業家にとって欠かせない資質は何か、それは『よくたがり』であることだ」

でした。 

この方言交じりの彼の言葉は私にとって特に感銘を受けました。また、主催者代表としての奮闘ぶりにも感

動を覚えましたが、志田会員が素晴らしいロータリアンであることを再確認できたことは、非常に嬉しいこ

とでもありました。 

今回の講演は、事業を目指す者たちに多くの気づきと勇気を与え、大成功に終わったと確信しています。改

めて、ロータリアンとして、志田会員に拍手を送りたいと心から思います。 

 

            ◆◆◆   幹 事 報 告  ◆◆◆ 

 

１ ガバナー事務所より 

 ☆ ガバナー及びガバナーエレクト事務所の冬季休業の連絡が届いています。 

    休業期間 12 月 28 日～1 月 8 日まで  

☆ １月のロータリーレート １㌦１４７円 

☆ 第 2540 地区より秋田豪雨災害支援金のお礼と報告が届いています。 

 地区から 1,865,670 円を寄付 内当クラブ 33,000 円 

２ 大洋学園より歳末演芸会実施見送りの連絡が届いています。   

３ 大船渡市役所 

☆ ILC 推進室より 「科学のびっくり箱！なぜなにレクチャ―」開催に係る周知依頼が届いています。 

    開催日 R６年１月１３日（土）１４時~１６時     

 場 所 シーパル大船渡大会議室    対 象  小学校４~６年生２０名 

 主 催 大船渡市 トヨタ自動車(株)  締め切 12/22   

☆ 新年交賀会の案内が届いています。 

    日 時 R６年１月４日（木）１１時～ 場 所 大船渡プラザホテル 

         所要時間１時間 １５０名程度の参加人数とし 最後に弁当を配布  

４ 比国育英会バギオ基金より２０２２年度事業報告書と寄付のお願いが届いています。 

５ 米山記念奨学会より ハイライトよねやま 285 号が届いています。   

今月のトピックス 

・ 創立 40 周年！台湾米山学友会が記念式典開催 

・ 韓国米山学友会が総会開催 

・第 2750 地区米山学友会 食と文化の奉仕活動 

 

 

            ◆◆◆   本日のプログラム  ◆◆◆ 

               次年度会長エレクト選挙 

               クラブ協議会：上期活動報告 

 

◆ 次年度会長エレクト選挙 ◆ 

紀室会長が、次年度会長エレクトへの立候補者を確認。 

立候補者がいなかったため、過日パスト会長会議で推薦された菅野嘉洋会員を候補者として推薦。 

会員に諮り拍手をもって承認される。 

（菅野会員欠席の為挨拶は後日 本人は承諾済み） 

 



 

◆ クラブ協議会：上期活動報告 ◆ 

 

★ 浜田浩誠社会奉仕委員長 

             社会福祉 

今年は、富岡荘様からの依頼が無かった為、盆踊り大会は中止致しました。 

下期は、吉浜荘へタオル寄贈を予定しておりますのでご協力お願いいたします。 

結婚支援の方は、一組のゴールインを確認しております。 

引きつづき支援、応援企業登録の拡大をしてまいります。 

環境保全 

8/23 ロータリーデーに大船渡クラブ合同で愛の鐘、駅前の清掃 

10/12 野外例会で地域の清掃活動を致しました。年間で清掃活動は１２回を予定しております。 

内、３回は例会プログラムですがそれ以外は班ごとに分けて予定をしておりますが天候や人数が足りない状

況がある為、休止の場合もございました。 

夏を考えると今年は特に暑さのせいもあり、雑草の伸びも早く間隔を狭めなければならない様ですので今後 

の課題と致します。 

 下期は、従来通り 

1.盛川河川敷の清掃  2.盛駅前「育みの像」  3.おおふなポート前の記念碑清掃 

4.天神山「四つのテスト碑」の清掃  5.カメリアロードの清掃と管理  6.「愛の鐘」の清掃活動 

を予定しておりますので皆様のご協力よろしくお願いいたします。 

 

 

 

★ 新沼達央青少年奉仕委員長 

             年間計画の上期計画に基づき、まずは 7月 30日、IAC年次大会 2023に参加。 

会場は仙台育英高校にて 15校・約 200名での開催となり、大船渡東高校から 

も 2名が参加し活動報告を発表しました。   

東高校の先生との「引継ぎ会」は、先生方のスケジュールが調整出来ず、会食 

無しで 8月 29日東高校にて開催、校長先生はじめＩＡＣ担当の佐々木・前川 

両先生とで情報交換含め、親交を深めて参りました。 三田地監事が、県北訛 

りの抜けない副校長先生の教え子だったというハプニング（笑）もあり、和や 

かな雰囲気で終えて来ました。  

また、職業奉仕委員会のフォローとして、大船渡東高校の就職希望者に対しての、模擬面接会を 9 月 12 日

に 36名の生徒の参加で開催しました。 

当クラブメンバー参加者も少なくなって来ており、タイトな体制の支援となりましたので次年度以降は、更

に多くのメンバー支援をお願い致します。 

10月 29日には、3年ぶりに一般公開で開催された大船渡東高校「東高祭」を見学、生徒が作った食事を頂い

て来ました。  

12月 17日は、恒例の歳末助け合い募金活動、大洋学園でのクリスマス会支援で上期を締めくくりますので、

ご支援・ご協力をお願い致します。 

 

 

 

 



１７日（日） 

サンリアとマイヤインター店

に於いて東高校 IAC 生・生徒

会関係生徒と共に募金活動。 

多くの方々にご協力いただき

ました。 

ありがとうございました。 

 

寒い中 

皆さんご苦労様でした。 

★ 水野賢一社会奉仕委員長 

 活動目標の実践方法としている 5つの項目を報告致します。 

1.例会時の「四つのテスト」の唱和について、例会開始時に毎回唱和を実践 

しております。 

2.四つのテスト碑の清掃について、10月 12日の第 2週例会の屋外例会清掃 

作業時に行いました。 

3.東高校生を対象とした模擬面接会について、9月 12日青少年奉仕委員会 

の新沼達央委員長に取りまとめをしてもらい実施しました。 

4.会員卓話について、11月 9日の第 1週例会で志田豊繁会員の「未来創造塾」主催のアイリスオーヤマ 

社長の講演会の案内と志田会員の職業奉仕の倫理観などを卓話してもらいました。 

5.職場訪問について、計画は有りますが上期は実行出来ておりませんので、下期に実行したいと考えてお

ります。 

 

★ 上関 優第三分区ガバナー補佐より 

           IM開催時の協力に対するお礼と 12月 3日に行われた次期ガバナー壮行会の際 

にガバナーより周知してほしいといわれた危機管理について。 

ハラスメントに関する事実が発覚した場合、72時間以内に RIに報告しなけれ 

ばならないことになっており、怠ると活動中止の処置がなされる。 

（2520地区でもセクシャルハラスメントの事例が確認されている） 

これからの時期お酒の席なども多くなると思うが十分注意して頂きたい。 

とのお話を頂きました。 

               ◆  歳末助け合い募金活動・大洋学園生とクリスマス会 ◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

30分くらいの短い時間でしたが、高校生が準備したプレゼントを賭け、子どもたちとじゃんけん大会 

学園の行事と重なり、小学生以下の子どもたちとの交流でした。 

 

 


